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                   SUMMARY 
                            

                                                                                                         No１２１２０１９ 

 

 

[12]のサイクルが終わり[01]のサイクルに入りました。 

今年は順調に進んでこられたと思います。 

来年はさらに飛躍できるように進んでいきたいと思います。 

 

レポートの構成や内容については特に変えていませんが、レポートを単なる解説書ではなく皆さん

が TRIANGLE/MTRX(=MATRIX)/HAND-TABLE/VC(=VLUE-CHAIN)と同列にレポートを位置付け

て“ツール”として利用できるようにしたいと思います。 

 

オペレーション/ハンド操作の裏側にある理論的背景を深く理解するように努めてください。 

 

MATRX & TRIANGLE 

 

MTRX のテーブル（表）をご覧ください。 

 

同テーブルを図形化したイメージが“トライアングル”（「三角形」）です。 

イメージは画像の意味ですが、数学的情報（数字の配列や数式など）をイメージで表現することで

視覚的にとらえ分かり易くするのが目的です。 

 

“トライアングル”の中に含まれる 15 個の△（三角形）をご覧ください： 

 

△ABC 

△CNH 

△HOD 

△DPL 

△LMF 

△AIH 

△CSD 

△HVL 

△DEF 

△AQD 

△CTL 

△HWF 

△ARL 

△CUF 

△AGF 

 

さらに以下の 21 個の点(x, y)に着目してみましょう。 

A(1, F1) 

B(2, F1) 

I(3, F1) 

Q(4, F1) 

R(5, F1) 
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